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 ◆平成２３年度 百射会 

           （競技部：長濱） 

【日時】平成２４年１月２２日（日） 

【場所】橿原公苑弓道場・奈良市鴻池弓道場 

【参加者数】男子：３７名、女子：２５名 

 成年男子の部 

  １位：山口亮二 （奈良） ８５中 

  ２位：新子修平 （五條） ８４中 

  ３位：辻本元威 （香芝） ８０中 

 

 成年女子の部 

  １位：奥戸由美 （郡山） ７７中 

  ２位：揚田よう子（橿原） ５７中 

  ３位：小野温美 （橿原） ５３中 

 

■ 橿原神宮建国記念奉祝百々手式 

（文責：新司正人） 

1月29日（日）に橿原神宮前庭において行われました。

この行事は弓馬術礼法小笠原教場近畿菱友会と奈良県弓

道連盟が実施しており、本連盟発足当初から行われている

と聞いている。当日は小

笠原宗家と吉本会長が

見守るなか総勢47名、鎌

倉時代の衣装でもって

厳粛に執り行われた。午

前9時橿原公苑弓道場に

集合、11時橿原神宮参

入。特別参拝を行い前庭

の所定の位置に一同着座。蟇目の儀（鏑矢を用い、魔を払

う儀式）を射手（新司正人）、介添（乾 光孝）、太刀持

（塩谷行庸）、替弓持（武宮 誠）で行い、続いて百々手

式、射手21名で前弓、中弓、後弓の３つに分かれ約40メー

トル先の半的（直径79センチメートル）に向い矢を打ち込

んだ。昨年の強風とはうって変わり天気には恵まれました

が、大変寒く的中率は今一つでした。介添え、矢取り等諸

役を務めていただいた方に厚くお礼申しあげます。 

    
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第１９回近畿高等学校弓道選抜大会 

           （高体連：高塚） 

１月２２日（日）滋賀県立武道館弓道場に於いて、近畿高

等学校弓道選抜大会が行われた。個人戦は男女各３６名、

団体戦は男女各１４校が参加した。男子団体は橿原高校が

３連覇を果たした。奈良県勢の結果は次の通り。 

 

女子個人戦 

第３位 髙松愛美 （高田商業高校） 

第６位 南方由紀 （高田商業高校） 

第７位 中西珠美 （五條高校） 

男子個人戦 

第４位 奥田智博 （橿原高校） 

第５位 三木理史 （王寺工業高校） 

第６位 福岡良剛 （高田商業高校） 

第７位 松倉大基 （青翔高校） 

男子団体戦 

 第１位 橿原高校  

小西健太郎、片山大介、森村亮太、奥田智博 

    第２位 平城高校 

     東田有史、栗原翔太、中嶋優隆、久保雅哉 

    第３位 高田商業高校 

     福岡良剛、藤本凌介、田中智、當麻直哉 

 

  No.31 

 射初め会の時には、寒い中、的張りをしていた

だきありがとうございました。聞くところによる

と連盟行事用にと年末に用意してあった的を誰

かが無断で使用したとのこと。これを聞いて、連

盟会員ではないと思いますが、最初は腹が立ちま

した。でも考えてみれば、全日本弓道連盟の副会

長・奈弓連の会長として、大事なことを教えてこ

なかったのではないかと反省させられました。 

 初心の時に、道場使用のマナーをきちんと指導

しておきたいものです。帰る時は、来た時よりも

美しくの精神を。たとえ公的道場でも、使用して

良い的と使用してはいけない的の区別等々。 

 弓道の指導にあたっては、あらためて、便覧の

4・5ページを熟読して、指導していただきたいと

思います。 

        奈良県弓道連盟 会長 吉本清信 
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■平成23年度指導力向上指導者講習会に参加して 

「きづく」ということ   （文責：阪中計夫）

さる2月4-5日に、今年が最終回という表記講習会に初め

て参加させていただきました。 

全弓連鈴木会長、副会長の吉本先生がおられる中、全弓

連を代表する5人の範士の先生方にご指導頂ける滅多とな

い機会でした。矢渡し、一つ的射礼を二日間とも拝見する

ことが出来ました。身近な講習会でも高度な講習会でも、

メニューにそれほど大きな差がないことは多くの方々が

感じていることと思いますが、この射礼を拝見したとき、

なぜ基本体を繰り返す必要があるのか、ということを改め

て思い知らされた感があります。 

立居振舞に、呼吸の大事さや自然な動きということを

常々口にする私たちですが、無駄のない隙のない美しさに

触れたとき、先生方も繰り返し修練されて現在の境地に行

き着かれたのではないかと思いを馳せます。その基本動作

の上に射が築かれていくことで、初めて現代弓道が目指す

自然な射が生み出されることだと感じた次第です。 

振り返ってみれば、中てたい弓から始まり、次第に称号

の弓を教わり、両者になにか違いがあることに気づき、そ

の後やっと「礼記射義」が言わんとすることがわかりかけ

たところで、「気づき」の遅れに気づきます。これは私だ

けではないと思います。 

この講習会は一端区切りを迎え、50歳までの層の強化に

生まれ変わります。その意とするところは、このことに少

しでも早く「気づき」、早くから本当の修練を始めること

を示唆しているのではないでしょうか。 

いま私たちがなすべきことは、弓道の目指す本来の姿、

「無駄を省いた美しさの表現」と言い換えてもいいかもし

れませんが、これを伝え、多くの人に本当の弓に近づける

よう自身を磨くことに尽きるのではないかと、やっと「気

づいた」二日間でした。 

     

■Ｕ－15強化練習会 

（中体連：藤原） 

 １１月１２日、１２月３日、２４日、１月７日、１４日

の５日間、香芝中学校、橿原中学校の弓道場においてＵ－

１５強化練習会を行いました。各中学校から４名の選手を

選出し、奈良県弓道連盟指導部西浦範光先生をはじめ、指

導部の先生方、国体強化の選手の方々に体配、射技の指導

をしていただきました。今年度は、全国中学生弓道大会で

男女団体の部で奈良県チームが「技能優秀校」に選ばれる

ことができ、この事業の成果の現れであると実感しており

ます。中学生も普段の練習とは一味違う雰囲気を味わうこ

とができたようで、先生方の指導に対しても一生懸命に応

えようとしていました。 

  

大変寒い中の練習会にも関わらず、中学生のためにご尽力

下さいました、西浦先生はじめ諸先生方、本当にありがと

うございました。この場をお借りしましてお礼申し上げま

す。以下は参加生徒の感想です。  

     

 

『強化練習会を終えて』 

（橿原中２年 熊木亜純） 

 毎回とても楽しみにしていた強化練習会が終わりまし

た。私は、強化練習会にかかわったすべての人に感謝して

います。それに、強化練習会に参加できた事をとても幸せ

に思っています。 

 強化練習会は本当に色々な事を教えてもらいました。体

配では、自分が思っていた以上にできていないことがあっ

て、たくさん教えてもらいました。学校でも教えてもらっ

た事をすごく気にして練習するようになりました。特に、

ひざをいかす事は何回やってもなれません。自然にできる

ように頑張ります。 

 射技は、手の内などを教えてもらいました。すごくむず

かしいです。でも西浦先生がおっしゃっていたように、や

ってみようという気持ちを持って、手の内の練習をしてい

きたいです。 

 強化練習会に参加して、たくさんの人と出会えました。

指導してくださった先生方、強化練習会に来ていた弓道部

のみなさんに出会えて本当によかったです。先生方は、本

当に尊敬できる方々で、自分が教えてもらっているのがす

ごく幸せでした。同級生のみんなとは、一緒に矢取りに行

ったり、休けい時間しゃべったり、すごく楽しかったです。

 強化練習会で西浦先生が話してくださった話は、私の心

にとてものこっています。弓道は結果がすべてではない、

結果までが大切、他にも西浦先生が話して下さった話全部

が私の心にとてもひびきました。西浦先生の言葉を忘れず

に、これからも練習を頑張っていきたいです。 

 強化練習は、私をとても成長させてくれました。参加で

きたのも、強化練習会で指導してくださった先生方、道場

を使わせてくださった学校、すべての人のおかげです。と

ても感謝しています。ありがとうございました。この大切

な体験をいかしてこれからも弓道をがんばっていきたいで

す。本当にありがとうございました。 

 

 



通巻120号   発行 奈良県弓道連盟

平成24年2月号No3   会長 吉本清信

   編集 担当 伊藤 浩

 

 2002.9.17 創刊                   2012.2.20 発行 

奈奈弓弓連連だだよよりり

◆県高等学校新人大会兼学年別弓道大会 

南部は２月４日（土）、北部は５日（日）に橿原公苑弓

道場に於いて開催。 競技は、立射・各自４射。 

【南部】 

▽１年女子 

☆団体 ①高田商業Ｂ(前田 知明,平松麻奈,橋本瑞希) ) 

②桜井Ａ ③畝傍Ａ 

☆個人 ①葛井麻衣(桜井) ②平松麻奈(高田商業) 

③前田知明(高田商業) 

▽１年男子  

☆団体 ①高田商業Ｂ(當麻直哉,藤本凌介,福岡良剛)  

②畝傍Ｂ ③畝傍Ａ  

☆個人 ①福岡良剛(高田商業) ②岩﨑瞭(畝傍) 

③當麻直哉(高田商業) 

 

▽２年女子 

☆団体 ①高田商業Ｄ(南方由紀,弥富志笑,髙松愛美) 

②高田商業Ｃ ③畝傍Ａ  

☆個人 ①佐藤瞳(高田商業) ②喜多玲子(畝傍) 

③髙松愛美(高田商業)  

▽２年男子 

☆団体 ①王寺工業Ｂ(松村浩平,永田僚,湊拓也)  

    ②橿原Ｂ ③五條Ａ 

☆個人 ①松村浩平(王寺工業) ②奥田智博(橿原) 

 ③中殿恒太(五條) 

 

▽３年女子 

☆団体 ①五條Ａ(中村花菜,古城萌美,西久保知加, 

東本志穂) ②高田商業Ｂ ③榛生昇陽Ａ 

☆個人 ①堀川美奈(高田商業) ②古城萌美(五條) 

③平田実咲(橿原) 

▽３年男子 

☆団体 ①榛生昇陽Ａ(吉田剛,奥保元貴,福辻真哉)  

    ②王寺工業Ａ ③高田商業Ａ   

☆個人 ①向本啓太(王寺工業) ②福辻真哉(榛生昇陽) 

    ③上杉望(大宇陀) 

【北部】 

▽１年女子 

☆団体 ①平城Ｂ(佐伯美優,原山あいか,高山悠) 

②奈良北Ｃ ③法隆寺国際Ａ 

☆個人 ①佐野綾香(平城) ②中川詩織(奈良) 

③染川楓花(奈良北) 

▽１年男子  

☆団体 ①法隆寺国際Ａ(岡田康佑,岩崎郭生,永島大暉) 

②奈良Ａ ③郡山Ａ 

☆個人 ①田尻雷蔵(郡山) ②岡田康佑(法隆寺国際) 

③植田康太(法隆寺国際) 

▽２年女子 

☆団体 ①平城Ｅ(下村未来,坂根亜実,浦真実) 

②郡山Ａ ③平城Ｄ  

☆個人 ①下村未来(平城) ②合田 瀬奈(郡山) 

③笹井淳希(奈良) 

▽２年男子 

☆団体 ①平城Ｃ(東田有史,栗原祥太,中嶋優隆) 

    ②登美ケ丘Ａ ③法隆寺国際Ａ 

☆個人 ①中嶋優隆(平城) ②東尾拓哉(登美ケ丘)  

    ③東田有史(平城) 

 

▽３年女子 

☆団体 ①郡山Ａ(吉岡沙織,山岡つばさ)  

②磯城野Ａ ③法隆寺国際Ａ 

☆個人 ①吉岡沙織(郡山) ②村田真奈美(奈良高専) 

③中田英里(奈良大附属) 

▽３年男子 

☆団体 ①西の京Ａ(岡佑太,出口慎一,堤野将弘) 

    ②奈良大附属Ａ ③奈良高専Ａ 

☆個人 ①和田真洋(奈良大附属) ②横井稜(平城) 

    ③出口慎一(西の京) 

                （高体連：高塚）   

 

 

けんけ県内行事予定（案）のご案 

 

 

❉以下は現時点での予定です。それぞれ事前に再確認 

の上ご参加ください。 

 

4/08（日） 追悼射会 （井上先生、中埜先生） 

4/14（土） 高校リーダー講習会 

4/15（日） 県総合選手権大会 

      （国体、 全遠、ねんりん予選） 

4/21（土） 高校遠的強化練習会 

4/22（日） 県高校選手権 （橿原） 

       審査講習会 （於：奈良市） 

5/04（金） 県中学校錬成大会 

5/05（土） 高校総体団体県一次予選 

5/27（日） 第一回伝達講習会（称号者） 

6/02（土） 高校総体個人県一次予選 

6/03（日） 全日弓道大会県予選会  審査員研修会 

6/10（日） 高校総体個人二次予選 

             第二回伝達講習会 （於：奈良市） 

（４，５段 支部指導者） 

6/17（日） 国体成年、少年最終予選 

6/30（土） 県教職員大会 

 

県内行事予定 （案） 


